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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　書き込み可能な記録媒体にコンテンツを書き込むに当たって、すでに前記記録媒体に書
き込まれている編集不能なコンテンツである第１のコンテンツの内容情報と、これから前
記記録媒体に書き込むものとしてユーザの選択操作によって選択された編集可能なコンテ
ンツである第２のコンテンツの内容情報とを、ディスプレイ画面上の同一の書き込み用ウ
ィンドウ内に、互いに表示態様を変えて同時に表示するコンテンツ表示方法。
【請求項２】
　請求項１のコンテンツ表示方法において、
　前記第１のコンテンツの内容情報と、前記第２のコンテンツの内容情報とを、一方は、
背景を付加して表示し、他方は、その背景と異なる色または輝度の背景を付加して、また
は背景を付加しないで表示するコンテンツ表示方法。
【請求項３】
　請求項１のコンテンツ表示方法において、
　前記第１のコンテンツの内容情報と、前記第２のコンテンツの内容情報とを、文字の色
または輝度を変えて表示するコンテンツ表示方法。
【請求項４】
　請求項１のコンテンツ表示方法において、
　前記第１のコンテンツの内容情報と、前記第２のコンテンツの内容情報とを、一方は、
マークを付加して表示し、他方は、そのマークと異なるマークを付加して、またはマーク
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を付加しないで表示するコンテンツ表示方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかのコンテンツ表示方法において、
　前記第２のコンテンツは、前記ディスプレイ画面上の前記書き込み用ウィンドウとは別
の選択用ウィンドウ内にコンテンツ内容情報を表示したコンテンツ中から、ユーザの選択
操作によって選択されたコンテンツとし、ユーザの追加操作によって、その選択されたコ
ンテンツの内容情報を前記書き込み用ウィンドウ内に表示するコンテンツ表示方法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかのコンテンツ表示方法において、
　前記記録媒体は、書き替え不能の記録媒体であるコンテンツ表示方法。
【請求項７】
　内部記憶装置または外部記憶装置、および書き込み可能な記録媒体から、これに記録さ
れているコンテンツデータおよびコンテンツ内容情報を読み出す手段と、
　ディスプレイ画面上に選択用ウィンドウおよび書き込み用ウィンドウを開き、前記内部
記憶装置または前記外部記憶装置に記録されているコンテンツの内容情報を、前記選択用
ウィンドウ内に表示し、すでに前記記録媒体に書き込まれている編集不能なコンテンツで
ある第１のコンテンツの内容情報を、前記書き込み用ウィンドウ内に表示し、これから前
記記録媒体に書き込むものとして前記選択用ウィンドウ内においてユーザの選択操作によ
って選択された編集可能なコンテンツである第２のコンテンツの内容情報を、前記書き込
み用ウィンドウ内に、前記第１のコンテンツの内容情報とは表示態様を変えて表示する表
示処理手段と、
　ユーザの書き込み操作があったとき、前記第２のコンテンツ中の、そのときコンテンツ
内容情報が前記書き込み用ウィンドウ内に表示されているコンテンツを、前記記録媒体に
書き込む手段と、
　を備えるコンテンツ記録装置。
【請求項８】
　書き込み可能な記録媒体にコンテンツを書き込む処理を、コンピュータに実行させるプ
ログラムであって、
　記憶装置に記録されているコンテンツの内容情報を選択用ウィンドウ内に表示する選択
表示ステップと、
　すでに前記記録媒体に書き込まれている編集不能なコンテンツである第１のコンテンツ
の内容情報を、書き込み用ウィンドウ内に表示する第１の書込表示ステップと、
　これから前記記録媒体に書き込むものとして前記選択用ウィンドウ内においてユーザの
選択操作によって選択された編集可能なコンテンツである第２のコンテンツの内容情報を
、前記書き込み用ウィンドウ内に、前記第１のコンテンツの内容情報とは表示態様を変え
て表示する第２の書込表示ステップと、
　ユーザの書き込み操作があったとき、前記第２のコンテンツ中の、そのときコンテンツ
内容情報が前記書き込み用ウィンドウ内に表示されているコンテンツを、前記記録媒体に
書き込む書込ステップと、
　を含むことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）などの装置において、音楽Ｃ
Ｄ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）に記録されている曲データなどのコンテンツデータをＣ
Ｄ－Ｒ（ＣＤ　Ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ）やＣＤ－ＲＷ（ＣＤＲｅｗｒｉｔａｂｌｅ）など
の書き込み可能な記録媒体に書き込む場合における、曲のタイトルやアーティスト名など
のコンテンツ内容をディスプレイ画面上に表示する方法、および曲データなどのコンテン
ツデータを書き込み可能な記録媒体に書き込むコンテンツ記録装置に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
ＰＣによって、音楽ＣＤに記録されている曲データや、ＰＣに内蔵されたハードディスク
に記録されている曲データから、ユーザが希望の曲データを選択して、ＣＤ－ＲやＣＤ－
ＲＷに書き込むシステムが考えられており、これによれば、ユーザは、自分の好みの曲だ
けを収録したＣＤを作成して、据置型ＣＤプレーヤ、車載用ＣＤプレーヤまたはポータブ
ルＣＤプレーヤによって再生することができる。
【０００３】
この場合の、曲の選択や書き込みのためのＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎ
ｔｅｒｆａｃｅ）の方法としては、従来、ディスプレイ画面上に３つのウィンドウを開い
て、第１のウィンドウに音楽ＣＤやハードディスクに記録されている曲の内容（曲のタイ
トルやアーティスト名など）を表示し、その中からユーザによって選択された曲の内容を
第２のウィンドウに表示し、さらにユーザが記録操作を行うことによって、選択された曲
の内容を第３のウィンドウに表示する方法が用いられている。
【０００４】
また、特許文献１（特開平１１－９６７３５号公報）には、ＣＤチェンジャに搭載された
ＣＤに記録されている曲の中からユーザによって選択された曲をＭＤ（Ｍｉｎｉ　Ｄｉｓ
ｃ：登録商標であるので、以下では小径ディスクと称する）に記録するに当たって、ＣＤ
に記録されている曲の内容をＣＤ用ウィンドウに表示し、すでに小径ディスクに記録され
ている曲の内容を小径ディスク用ウィンドウに表示するとともに、ユーザが、ＣＤ用ウィ
ンドウにおいて曲を選択して、その内容をＣＤ用ウィンドウから小径ディスク用ウィンド
ウに移動または複写することによって、小径ディスク用ウィンドウでは、すでに小径ディ
スクに記録されている曲については、それぞれの実際の演奏時間を表示し、これから小径
ディスクに記録する曲については、その演奏時間をゼロ（０分０秒）として表示すること
が示されている。
【０００５】
また、この特許文献１には、小径ディスク用ウィンドウにおいて、すでに小径ディスクに
記録されている曲の演奏時間の合計、および、これから小径ディスクに記録する曲の演奏
時間の合計を、小径ディスクの記録可能な総演奏時間に対する割合として、色や輝度など
が異なるバーで区別して、グラフ状に表示することが示されている。
【０００６】
【特許文献１】
特開平１１－９６７３５号公報。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来の方法のようにディスプレイ画面上に３つのウィンドウを開
く方法では、ディスプレイ画面が大きくない場合、各ウィンドウの文字やマークなどの表
示を小さくしなければならず、表示画面の視認性が悪くなる。
【０００８】
また、特許文献１に記載されているように、小径ディスク用ウィンドウにおいて、すでに
小径ディスクに記録されている曲については、それぞれの実際の演奏時間を表示し、これ
から小径ディスクに記録する曲については、その演奏時間をゼロ（０分０秒）として表示
する方法では、ユーザは、目を凝らして演奏時間の数値を見なければ、すでに小径ディス
クに記録されている曲と、これから小径ディスクに記録される曲とを、明確に区別するこ
とができず、選択の取り消しなどの操作を行うのに支障を生じる。
【０００９】
　そこで、この発明は、書き込み可能な記録媒体にコンテンツを書き込むに当たって、す
でに当該の記録媒体に書き込まれているコンテンツの内容情報と、これから当該の記録媒
体に書き込むコンテンツの内容情報とを、ディスプレイ画面上に表示する際に、視認性お
よび操作性を向上させることができるようにしたものである。
【００１０】



(4) JP 4478391 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
　この発明のコンテンツ表示方法では、書き込み可能な記録媒体にコンテンツを書き込む
に当たって、すでに前記記録媒体に書き込まれている編集不能なコンテンツである第１の
コンテンツの内容情報と、これから前記記録媒体に書き込むものとしてユーザの選択操作
によって選択された編集可能なコンテンツである第２のコンテンツの内容情報とを、ディ
スプレイ画面上の同一の書き込み用ウィンドウ内に、互いに表示態様を変えて同時に表示
する。
【００１１】
　上記のコンテンツ表示方法では、コンテンツ記録装置のＣＰＵなどの制御手段は、例え
ば、これから記録媒体に書き込むコンテンツは、ディスプレイ画面上の書き込み用ウィン
ドウとは別の選択用ウィンドウ内にコンテンツ内容情報を表示したコンテンツ中から、ユ
ーザの選択操作によって選択されたコンテンツとし、ユーザの追加操作によって、そのコ
ンテンツ内容情報を書き込み用ウィンドウ内に表示する。
【００１２】
したがって、コンテンツの選択や書き込みのためのウィンドウは、選択用ウィンドウと書
き込み用ウィンドウの２つでよく、ディスプレイ画面が大きくない場合でも、表示画面の
視認性が良くなる。
【００１３】
　さらに、書き込み用ウィンドウ内には、すでに記録媒体に書き込まれているコンテンツ
の内容情報は、背景を付加して表示し、これから記録媒体に書き込むコンテンツの内容情
報は、背景を付加しないで表示するなど、すでに記録媒体に書き込まれているコンテンツ
の内容情報と、これから記録媒体に書き込むコンテンツの内容情報とを、互いに表示態様
を変えて表示するので、ユーザは、目を凝らして細かい文字や数値などを見なくても、す
でに記録媒体に書き込まれているコンテンツと、これから記録媒体に書き込まれるコンテ
ンツとを、瞬時に明確に区別することができ、これから記録媒体に書き込むものとして選
択したコンテンツに対する選択の取り消しなどの操作を確実に行うことができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１は、この発明の記録装置の一例を示し、ノート型のＰＣとして構成した場合である。
【００１５】
この例の記録装置１０は、ＣＰＵ１１を備え、そのバス１２に、ＲＯＭ１３およびＲＡＭ
１４が接続されるとともに、ハードディスク１を搭載したＨＤＤ（ハードディスクドライ
ブ）１５が接続される。
【００１６】
さらに、バス１２に、メディアドライブ１６が接続され、メディアドライブ１６に音楽Ｃ
Ｄ２を装着することによって、音楽ＣＤ２から、これに記録されている曲のデータおよび
タイトルやアーティスト名などの内容情報を記録装置１０内に取り込むことができ、メデ
ィアドライブ１６にＣＤ－Ｒ３を装着することによって、ＣＤ－Ｒ３から、これに書き込
まれている曲のデータおよびタイトルやアーティスト名などの内容情報を記録装置１０内
に取り込むことができるとともに、ＣＤ－Ｒ３に、後述のようにユーザによって選択され
た曲のデータおよびタイトルやアーティスト名などの内容情報を書き込むことができるよ
うに構成される。
【００１７】
また、バス１２に、ＧＵＩ処理部１７が接続され、ＧＵＩ処理部１７に、表示駆動部１８
を介して、液晶ディスプレイなどのディスプレイ１９が接続されるとともに、バス１２に
、入力インタフェース２１を介して、キーボードやトラックパッドなどからなる操作入力
部２２が接続される。
【００１８】
ハードディスク１には、例えば、ＭＰ３（ＭＰＥＧ－１　Ａｕｄｉｏ　Ｌａｙｅｒ－３）
によって圧縮符号化された曲データが記録される。ユーザは、後述の操作によって、この
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ハードディスク１に記録されている曲、または音楽ＣＤ２に記録されている曲から、好み
の曲を選択して、ＣＤ－Ｒ３に書き込むことができる。この例では、曲データは、ＡＴＲ
ＡＣ３ｐｌｕｓ（登録商標：Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ　Ａｃｏｕｓｔｉｃ
　Ｃｏｄｉｎｇ－３　ｐｌｕｓ）によって圧縮符号化されて、ＣＤ－Ｒ３に書き込まれる
。
【００１９】
図２および図３に、音楽ＣＤ２に記録されている曲をＣＤ－Ｒ３に書き込む場合にＣＰＵ
１１およびＧＵＩ処理部１７が実行する処理の一例を示す。ただし、二重線で示すステッ
プはユーザが行う操作であるとともに、以下における「ＣＰＵ１１」はＧＵＩ処理部１７
を含むものである。
【００２０】
この例では、ユーザは、最初に、ステップ３１で、メディアドライブ１６に音楽ＣＤ２を
装着する。
【００２１】
音楽ＣＤ２が装着されると、ＣＰＵ１１は、ステップ３２で、図４に示すように、ディス
プレイ画面１９ａ上に選択用ウィンドウ７０および書き込み用ウィンドウ９０を開き、選
択用ウィンドウ７０の右側（選択用ウィンドウ７０と書き込み用ウィンドウ９０の間）に
追加ボタン１０１を表示し、書き込み用ウィンドウ９０の右側に書き込みボタン１０２を
表示するとともに、音楽ＣＤ２から、これに記録されている各曲の内容情報を読み出して
、選択用ウィンドウ７０内に、音楽ＣＤ２のタイトル、音楽ＣＤ２に記録されている各曲
のアーティスト名、ナンバー、タイトル、演奏時間およびチェックボックス７１を表示す
る。
【００２２】
なお、図４は、音楽ＣＤ２の装着時、書き込み対象のＣＤ－Ｒ３には曲データが全く書き
込まれていない場合である。
【００２３】
この状態で、ユーザは、ステップ３３で、曲を選択する。この選択は、選択用ウィンドウ
７０内の、その曲のチェックボックス、または、その曲のナンバー、タイトルおよび演奏
時間が表示されている帯部をクリックすることによって行う。
【００２４】
ＣＰＵ１１は、ステップ３４で、ユーザによって選択された曲のチェックボックスにチェ
ックマークを付加するとともに、曲が選択されるごとに、選択された曲の演奏時間の合計
を算出して、選択用ウィンドウ７０上に表示する。
【００２５】
次に、ＣＰＵ１１は、ステップ３５で、追加ボタン１０１が操作されたか否かを判断し、
追加ボタン１０１の操作ではなく、曲の選択の操作が実行されたときには、ステップ３４
に戻って、チェックマークの付加および合計演奏時間の算出・表示を繰り返し、追加ボタ
ン１０１が操作されたときには、ステップ３５からステップ３６に進む。
【００２６】
図４は、ユーザが、ナンバー０１からナンバー０４までの４つの曲を選択した後、追加ボ
タン１０１を操作（クリック）した場合で、最終的な合計演奏時間として、符号７２で示
すように２５分２８秒が表示された状態である。
【００２７】
ステップ３６では、ＣＰＵ１１は、図４に示すように、書き込み用ウィンドウ９０内に、
選択された各曲のタイトル、アーティスト名および演奏時間を表示するとともに、音楽Ｃ
Ｄ２のタイトルを引用して、選択された曲のグループのタイトルを表示する。このとき、
ＣＰＵ１１は、選択された各曲のタイトル、アーティスト名および演奏時間を、後述の背
景を付加しないで表示する。
【００２８】
次に、ＣＰＵ１１は、ステップ３７で、図４に示すように、書き込み用ウィンドウ９０上
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の、ＣＤ－Ｒ３に記録可能な総容量に相当する長さのバー枠９１内に、選択された各曲の
合計の演奏時間に相当する容量分の長さの選択量指示バー９２を、特定の色または輝度で
表示するとともに、バー枠９１の右側に、その合計演奏時間９６（図４の場合は２５分２
８秒）およびこれに相当する容量９７（図４の場合は３４ＭＢ）を表示する。
【００２９】
ＣＤ－Ｒには現在、記録可能な総容量が７００ＭＢのものと、６５０ＭＢのものとがある
ので、バー枠９１の終端には、７００ＭＢの位置であることを示すマークおよび数字が表
示され、その幾分手前（左側）には、６５０ＭＢの位置であることを示すマークおよび数
字が表示される。
【００３０】
さらに、ＣＰＵ１１は、ステップ３８で、選択された各曲のデータを、音楽ＣＤ２から読
み出し、ＡＴＲＡＣ３ｐｌｕｓ（登録商標）によって圧縮符号化して、ハードディスク１
に書き込む。
【００３１】
ハードディスク１への書き込み後、ユーザは、ステップ３９で、メディアドライブ１６か
ら音楽ＣＤ２を取り出し、さらにステップ４１で、メディアドライブ１６にＣＤ－Ｒ３を
装着する。
【００３２】
ＣＤ－Ｒ３が装着されると、ＣＰＵ１１は、ステップ４２で、図４に示すように、ディス
プレイ画面１９ａ上に書き込みボタン１０２と同心円状にディスク図形１０３を表示して
、ＣＤ－Ｒ３が装着されたことを示す。
【００３３】
さらに、ＣＤ－Ｒ３が装着されると、一般には、ＣＰＵ１１は、ＣＤ－Ｒ３から、これに
書き込まれている各曲の内容情報を読み出して、書き込み用ウィンドウ９０内に、ＣＤ－
Ｒ３に書き込まれている各曲のタイトルなどを表示するが、図４の場合には、この時点で
はＣＤ－Ｒ３には曲データが全く書き込まれていないので、そのような表示はなされない
。
【００３４】
この状態で、ユーザは、ステップ４３で、書き込みボタン１０２を操作（クリック）する
。
【００３５】
これによって、ＣＰＵ１１は、ステップ４４で、ハードディスク１に書き込まれている、
選択された各曲のＡＴＲＡＣ３ｐｌｕｓ（登録商標）によって圧縮符号化されたデータ、
および選択された各曲のタイトルなどの内容情報を、ＣＤ－Ｒ３に書き込む。
【００３６】
ＣＤ－Ｒ３への書き込み後、ユーザは、ステップ４５で、メディアドライブ１６からＣＤ
－Ｒ３を取り出す。
【００３７】
図５および図６に、ハードディスク１に記録されている曲をＣＤ－Ｒ３に書き込む場合に
ＣＰＵ１１およびＧＵＩ処理部１７が実行する処理の一例を示す。ただし、二重線で示す
ステップはユーザが行う操作であるとともに、以下における「ＣＰＵ１１」はＧＵＩ処理
部１７を含むものである。
【００３８】
この例では、ユーザは、最初に、ステップ５１で、メディアドライブ１６にＣＤ－Ｒ３を
装着する。
【００３９】
ＣＤ－Ｒ３が装着されると、ＣＰＵ１１は、ステップ５２で、図７に示すように、ディス
プレイ画面１９ａ上にディスク図形１０３を表示し、さらにステップ５３で、図７に示す
ように、ディスプレイ画面１９ａ上に書き込み用ウィンドウ９０を開き、その左側に追加
ボタン１０１を表示し、右側に書き込みボタン１０２を表示するとともに、ＣＤ－Ｒ３か
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ら、これに書き込まれている各曲の内容情報を読み出して、書き込み用ウィンドウ９０内
に、ＣＤ－Ｒ３に書き込まれている曲のグループのタイトル、ＣＤ－Ｒ３に書き込まれて
いる各曲のタイトル、アーティスト名および演奏時間を表示する。
【００４０】
図７は、図２および図３に示して上述した処理によって、すでにＣＤ－Ｒ３には図４に示
した４つの曲が書き込まれている場合であり、書き込み用ウィンドウ９０内に、その４つ
の曲のタイトル、アーティスト名および演奏時間が表示される。
【００４１】
しかも、このとき、ＣＰＵ１１は、その４つの曲のタイトル、アーティスト名および演奏
時間に対して、共通のグレーの背景（下地）５ａを付加する。したがって、ユーザは、そ
の４つの曲が、すでにＣＤ－Ｒ３に書き込まれているものであることを一目で識別するこ
とができる。
【００４２】
なお、図７では音楽ＣＤ用の選択用ウィンドウ７０が表示されているが、実際には、音楽
ＣＤ用の選択用ウィンドウ７０は表示されない。
【００４３】
さらに、ＣＰＵ１１は、ステップ５４で、図７に示すように、書き込み用ウィンドウ９０
上のバー枠９１内に、ＣＤ－Ｒ３に書き込まれている各曲の合計の演奏時間に相当する容
量分の長さの書き込み済み量指示バー９３を表示するとともに、バー枠９１の右側に、Ｃ
Ｄ－Ｒ３に記録できる残りの演奏時間９８（図７の場合は２１時間５３分２０秒）および
これに相当する残容量９９（図７の場合は６０８ＭＢ）を表示する。
【００４４】
この場合、書き込み済み量指示バー９３の長さは、図４に示した選択量指示バー９２の長
さと同じであるが、書き込み済み量指示バー９３の色または輝度は、選択量指示バー９２
の色または輝度と異ならせる。例えば、書き込み済み量指示バー９３は、選択量指示バー
９２より輝度を高くする。
【００４５】
この状態で、ユーザは、ステップ５５で、ハードディスク１を選択する操作を行う。
【００４６】
これによって、ＣＰＵ１１は、ステップ５６で、図８に示すように、ディスプレイ画面１
９ａ上に選択用ウィンドウ８０を開き、ハードディスク１から、これにＭＰ３によって圧
縮符号化されてデータが記録されている各曲の内容情報を読み出して、選択用ウィンドウ
８０内に、その各曲のタイトル、アーティスト名、演奏時間およびチェックボックス８１
を表示する。
【００４７】
この状態で、ユーザは、ステップ５７で、曲を選択する。この選択は、選択用ウィンドウ
８０内の、その曲のチェックボックス、または、その曲のタイトル、アーティスト名およ
び演奏時間が表示されている帯部をクリックすることによって行う。
【００４８】
ＣＰＵ１１は、ステップ５８で、ユーザによって選択された曲のチェックボックスにチェ
ックマークを付加するとともに、曲が選択されるごとに、選択された曲の演奏時間の合計
を算出して、選択用ウィンドウ８０上に表示する。
【００４９】
次に、ＣＰＵ１１は、ステップ５９で、追加ボタン１０１が操作されたか否かを判断し、
追加ボタン１０１の操作ではなく、曲の選択の操作が実行されたときには、ステップ５８
に戻って、チェックマークの付加および合計演奏時間の算出・表示を繰り返し、追加ボタ
ン１０１が操作されたときには、ステップ５９からステップ６１に進む。
【００５０】
図８は、ユーザが、４つの曲を選択した後、追加ボタン１０１を操作（クリック）した場
合で、最終的な合計演奏時間として、符号８２で示すように２０分５５秒が表示された状



(8) JP 4478391 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

態である。
【００５１】
ステップ６１では、ＣＰＵ１１は、図９に示すように、書き込み用ウィンドウ９０内に、
選択された各曲のタイトル、アーティスト名および演奏時間を表示するとともに、選択さ
れた曲のグループにタイトルを付加する。
【００５２】
このとき、ＣＰＵ１１は、すでにＣＤ－Ｒ３に書き込まれている各曲のタイトル、アーテ
ィスト名および演奏時間に対するのとは異なり、選択された各曲のタイトル、アーティス
ト名および演奏時間に対しては、グレーの背景５ａを付加しない。
【００５３】
したがって、ユーザは、すでにＣＤ－Ｒ３に書き込まれている曲と、これからＣＤ－Ｒ３
に書き込まれる曲とを、瞬時に明確に区別することができる。
【００５４】
次に、ＣＰＵ１１は、ステップ６２で、図９に示すように、書き込み用ウィンドウ９０上
のバー枠９１内に、上記の書き込み済み量指示バー９３に加えて、選択された各曲の合計
の演奏時間に相当する容量分の長さの選択量指示バー９４を、図４に示した選択量指示バ
ー９２と同じ輝度で表示するとともに、バー枠９１の右側に、ＣＤ－Ｒ３に記録できる残
りの演奏時間９８およびこれに相当する残容量９９として、選択された各曲の合計の演奏
時間分をＣＤ－Ｒ３に書き込んだ後における残りの演奏時間および残容量を表示する。
【００５５】
さらに、ＣＰＵ１１は、ステップ６３で、選択された各曲の、ＭＰ３によって圧縮符号化
されてハードディスク１に記録されているデータを、ＡＴＲＡＣ３ｐｌｕｓ（登録商標）
によって圧縮符号化されたデータに変換して、元のデータとは別に、ハードディスク１に
書き込む。
【００５６】
その変換およびハードディスク１への書き込み後、ユーザは、ステップ６４で、書き込み
ボタン１０２を操作（クリック）する。
【００５７】
これによって、ＣＰＵ１１は、ステップ６５で、ハードディスク１に書き込まれている、
選択された各曲のＡＴＲＡＣ３ｐｌｕｓ（登録商標）によって圧縮符号化されたデータ、
および選択された各曲のタイトルなどの内容情報を、ＣＤ－Ｒ３に書き込む。
【００５８】
ＣＤ－Ｒ３への書き込み後、ユーザは、ステップ６６で、メディアドライブ１６からＣＤ
－Ｒ３を取り出す。
【００５９】
例えば、図５および図６に示した例では、ステップ６４で書き込みボタン１０２を操作す
る前であれば、ユーザは、選択した曲の選択を取り消し、曲の選択を追加し、または選択
した曲の順序を入れ替えるなどの編集ができるように、処理プログラムを構成することが
できる。例えば、選択した曲の選択を取り消す場合には、取り消し対象の曲の内容が表示
された帯部を、図９の書き込み用ウィンドウ９０内から選択用ウィンドウ８０内にドラッ
グ＆ドロップする構成とすることができる。
【００６０】
この場合、ＣＤ－Ｒ３は書き替え不能で、すでにＣＤ－Ｒ３に書き込まれている曲につい
ては編集が不能であるが、上述した例では、ユーザは、背景５ａの有無によって、編集が
可能な部分（曲）であるか、編集が不能な部分（曲）であるかを、瞬時かつ正確に判断す
ることができ、操作性が向上する。
【００６１】
上述した例は、グレーの背景５ａの有無によって、すでにＣＤ－Ｒに書き込まれている曲
と、これからＣＤ－Ｒに書き込む曲とを区別する場合であるが、背景の色または輝度の違
いによって、または曲の内容を表す文字の色または輝度の違いによって、あるいはマーク
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に書き込む曲とを区別するようにしてもよい。
【００６２】
　また、上述した実施形態は、コンテンツが曲である場合であるが、この発明は、映像や
画像などのコンテンツについても適用することができる。さらに、コンテンツ記録装置も
、ＰＣではなく、専用の記録装置でもよい。
【００６３】
【発明の効果】
　上述したように、この発明によれば、書き込み可能な記録媒体にコンテンツを書き込む
に当たって、すでに当該の記録媒体に書き込まれているコンテンツの内容情報と、これか
ら当該の記録媒体に書き込むコンテンツの内容情報とを、ディスプレイ画面上に表示する
際に、視認性および操作性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の記録装置の一例を示す図である。
【図２】音楽ＣＤからＣＤ－Ｒへの書き込みの場合の処理の一例の一部を示す図である。
【図３】音楽ＣＤからＣＤ－Ｒへの書き込みの場合の処理の一例の一部を示す図である。
【図４】図２および図３の処理の説明に供する図である。
【図５】ハードディスクからＣＤ－Ｒへの書き込みの場合の処理の一例の一部を示す図で
ある。
【図６】ハードディスクからＣＤ－Ｒへの書き込みの場合の処理の一例の一部を示す図で
ある。
【図７】図５および図６の処理の説明に供する図である。
【図８】図５および図６の処理の説明に供する図である。
【図９】図５および図６の処理の説明に供する図である。
【図１０】図５および図６の処理の説明に供する図である。
【符号の説明】
主要部については図中に全て記述したので、ここでは省略する。
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【図７】 【図８】
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